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京都大草結核研究所創立10周年記念行事

本研究所は昭和16年3月27日附を以{京都大学に附置開設せら汁,同年 6月16日から

研究及び診療実務を開始し7Z｡

当時に於ける我闘唯一の国立結核研究所であったが,大東亜戦零の開埠寧年前に設置

せられた関係上,人的機構及び研究施設が不備をせ でゝ発足し{vlる｡爾凍滞10ヶ年を

経過した現在でも, それ等の点は遺憾ながら創立当初のせ でゝ 不備ではあるが,学内

外,殊に医学部附属病院から多大の援助を受け,所員一同協力-敦 し{,その本務 とす

る研究に遺進 し,種々の業績を挙げ{いる.

本年は創立満10月年に掌るので,6月16日,京大医学部内科講堂で,午前中に記念式

典を挙行し,午後に記念講演会を開催し{,鳥養学長1'服書摘す所長の講演に併せ,研究

所尊任の教授及び助教授一同から夫 2々0分宛,現在行いつ＼ある研究の一端を発表 しれ

尊EI天気晴朗,学内外からの聴衆は 700名を越え,夕刻近藤所長の開会の辞を以{盛

会裡に会を閉ぢね｡

又正午には公式に,夕刻からは私的にさ やゝかを祝宴を催し,研究所の設立並びにそ

の後の発展に多大の御轟カ,御後援を頂tJ,カ学内外の方々を招待して,研究例一同から

感謝の微意を表 し,併せ{今後の御援助,御報撞をも願vtした｡
●

以下は尊日の記念窯轟及び記念講演要旨である｡


